
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社プレパレーション 

② 施設・事業所情報 

名称：クオリキッズ港南中央 種別：認可保育所 

代表者氏名：雨田武史 定員（利用人数）： 90（83）名 

所在地：横浜市港南区港南5－2－9                      

TEL：045－846－8177 ホームページ：https://quolis-

kids.com/204_konanchuo/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：平成25年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社クオリス 

 職員数 常勤職員： 20名 非常勤職員：6名 

 専門職員 （専門職の名称）   名  

保育士：20名  

看護師：1名  

栄養士：3名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） 

保育室：6    更衣室：1 

調乳室：1    相談室 : １ 

事務室：1 

 

（設備等） 

子どもトイレ：3 

大人トイレ：2 

園庭・テラス 

③ 理念・基本方針 

【保育理念】豊かな人間性をもった子どもを育成すること 

 

【保育目標】 

①子どもが健康・安全で情緒の安定した生活ができる、行き届いた環境を提供する。 

②人とのかかわりを大切にし、人に対する愛情と信頼感を育てる。 

③自然や社会への興味や関心を育て、喜んで話したり、聞いたりする。 

 

【園目標】 

感謝・反省・思いやり/心もからだも健やかな子…を基盤として 

・あいさつとお返事のできる子      ・ありがとう/ごめんなさいの言える子 

・周りに思いやりを持てる子       ・良いこと悪いことを判断できる子 

 

☆基本的生活習慣と社会的マナーの習得 

④ 施設・事業所の特徴的な取組 

・リトミック、英語教室、体操教室、サントレといったカリキュラムを取り入れていま

す。すべてのカリキュラムは極める事を目的とはしていませんが、体験する事や講師との

出会いや触れ合い等を目的としています。 

その中でも、音楽を多く保育に取り入れています。体を動かしリズム感を育てるリトミッ

ク、遊びの中で音楽を楽しむ合奏（楽器）、リズム遊びの活動、“今月の歌”を決めて全

園児が同じ歌を歌える取り組み等、音楽に包まれた保育園生活を推進しています。園で

は、音楽、歌に親しむだけではなく、幼児教育の１つと捉え、幼児から楽器等を用い、音



楽を全身で感じ、音感・リズム感・表現力を養い、バランスのとれた心身の発達を育み、

音楽を通して子ども自身が自分を表現できる軸作りの一環に力を入れています。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

 2022年 9月 1日（契約日） ～ 

 年 月 日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）      2 回（ 平成29年度 ） 

⑤ 総評 

【特長】 

〇子ども主体の行事を楽しみ、伝統行事で文化を知ることができます 

運動会や生活発表会は子どもが楽しめることに加え、子どもがやりたい気持ちを尊

重し、本番に向けて職員も一緒になって練習に取り組んでいます。季節の行事では

国内外の行事をおこない、その行事の習わしや由来についての劇や絵本などを使用

して、楽しむだけではなく、文化を知る機会にもなっています。 

 

〇職員が共通の意識を持ち、風通しの良い関係が築けています 

QLSホールディングスのクレドカードの導入で経営理念を理解し、共通の意識が持

てています。共通の意識を持つことで保育者同士の人間関係が大変良好で、相談や

意見が言い易いとても風通しの良い環境が築けています。そのような環境が質の高

い保育や、安心・安全な空間を提供することができています。 

 

〇保育環境の基本である衛生環境を徹底的に整えています 

感染症の流行もあり最近では衛生環境に力をいれる園も増えましたが、当園では以

前より衛生環境には特に力をいれています。こどもが安全に過ごせる基本的なこと

の一つに衛生環境があると考えています。職員からは少し大変だという意見があが

ることもありますが、園内が白を基調としているため清掃が行き届いていない場所

があれば気づき易いという建物の工夫もあり、衛生環境を徹底的に整えています。 

 

【今後期待される点】 

 

〇ICT化の時代の流れにより柔軟に対応していくことに期待します 

出退勤の管理や保護者への情報共有手段、スキルアップや内部情報共有手段とし

て、様々なシステムの導入や園内の通信環境整備などをおこなっています。ここ数

年でそのような環境の変化があり、職員でICT化された環境に対応する能力のばら

つきがあります。ICT化の時代の流れもありますので苦手意識を持たずに積極的に

新しいツールを利用して柔軟に対応していくことに期待します。 

 

〇コロナの状況を見ながら、自然や社会・地域と関わる機会を増やしたい 

今後、感染症による影響がどのように収束していくのか想像することは難しいです

が、感染対策を適切におこない保護者にも周知した上で、少しずつ活動の幅を広げ

ていきたいと園は考えています。子どもが主体的に活動でき、身近な自然と触れ合

い、地域の人に接し、社会体験が得られる機会を確保し、その状況を保護者に伝え

共に成長を感じられるよう、努めていくことに期待します。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受けることにより、園全体の運営や保育全般について見直す良い機会となり

ました。お忙しい中第三者評価のアンケートにご協力いただいた保護者様からのご意見に

対し真摯に向き合い、良き点は伸ばし、明確になった新たな課題に対しては一つ一つ丁寧



に取り組んで参ります。園の保育方針のもと、お子様の安全を最優先にご家庭と当園が共

に、大切なお子様を育てていけるよう、職員一同日々の保育に携わって行こうと考えてお

ります。調査員の方々には、ひとつひとつ丁寧に耳を傾けていただき、適正な評価とアド

バイスをいただき感謝申し上げます。 

クオリスキッズ港南中央保育園は多くの方々に支えられ、10年が経ちました。今後もこ

の地になくてはならない園としての歴史をつないでまいりたいと思います。 

園長   会田 範子 

 

⑧第三者評価結果 
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